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　ヨシススキ Erianthus arundinaceus (Retz.) Jeswiet 
( イネ科 ) は，アジアの熱帯から亜熱帯原産であ

り，近年は資源作物として国内に導入されたものの

逸出によって日本各地に帰化している ( 茨木ほか , 
2015)．神奈川県内ではこれまでに，大磯町，大和市，

藤沢市，真鶴町に記録があり，その生育場所は道路

沿いや市街地の空き地であることが報告されている 
( 大西 , 2015; 茨木ほか , 2015; 木場 , 2018)。
　著者の高橋は，2023 年 12 月 9 日に横須賀市鴨居

においてヨシススキと推定される個体を発見・採集

し，その後横須賀市自然・人文博物館にて同定を行っ

た。同定は木場 (2018) に従い，小穂基部の毛が小

穂と等長であること，小穂外に芒は伸び出ないこと，

花序は密に小穂をつけ，花序の中軸は外から見えな

いことを確認した。本個体は，三浦半島ならびに神

奈川県東部において初記録となるヨシススキとして

報告する。

標　　本

横須賀市鴨居 , 20231209. 高橋徹男 , YCM-V-71727 
(第 1図 ).

生育状況

　今回発見したヨシススキは，人家近くの空き地に

単体で生育し，群落は形成していなかった。ただし，

発見地から約 800 m 離れた位置にも 5 個体の生育を

確認した。

　また，本個体の結実は確認することができなかっ

た。単体で生育する株については結実が確認されて

いない例があり，これについては自家不和合性など

の要因によって結実が阻害されている可能性が指摘

されている ( 茨木ほか , 2015)。しかしながら，神奈

川県内でのヨシススキの分布の拡大が指摘されてい

るため ( 大西 , 2015)，今後三浦半島においても注意

が必要である。

第 1 図 ヨシススキ標本写真 (2024 年 12 月 20 日撮影 ).
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